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表８　山舟生の事業所数の変化（2001, 14）
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　下山後，羽山神社の社務所で会長・事務局長の
奥さんたちが用意した昼食をいただいた後，山舟
生の村づくりの流れについて，議員として地域の
まとめ役を務めてきた自治振興会長よりヒアリン
グした。
図８　巡検スポット（2015.9.02）
赤点：GPS座標点（羽山登山時は不取得），黒点線：移動コース
写真６　羽山登山口から山頂へ
上左：天狗岩の入山口，上右：登山道，中左：中羽山の祠，
中右：山頂の奥の院，下：山頂で記念写真
写真７　尾根沿いの探勝スポット
上左：山頂から東に続く尾根筋の参道，上右：小祠の１つ
下：湧水地「一杯清水」とサンショウウオ
写真８　和田山からの眺望。手前はカキの木
写真９　除石観音堂
写真10　砕石場の看板
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　２）和田山，除石観音，採石場
・和田山 … 地区の北端にあり，旧村以来の共有
林となっている。共同梨園も造成されて，地形図
の記号では桑園になっているが，今はカキが目立
つ。共有林の一角にエゴノキが植栽されていて，
春に白い花が咲き，その実からとれる種子は，地
元有志によって「お手玉」づくりに利用されてい
る。山腹にある溜め池の土手は，伊達盆地が一望
できる絶景スポットになっている（写真８）。
・除石観音堂 … 続いて８区の除
よけ
石
いし
へ。信達地方
では江戸時代に観音信仰が盛んになり，各所に観
音堂が造られて観音巡りが行われた。山舟生には
札所が５つあり，除石観音堂（写真９）はその12
番札所★4。獅子舞が奉納されるようになり，1974
年，「除石観音様の獅子舞」として梁川町無形民
俗文化財に指定されている。
・砕石場 … 阿武隈北部には花崗岩や玄武岩の地層
が分布し，各所で建材用に採掘されている。山舟
生にも双葉砕石，梁川採石，佐藤砂利砕石の３事
業場があり，地元の方によれば，これらは県北地
方の砕石の大半を供給してきたという★5。今回訪
れた丸森町に接する県道の両側に，双葉砕石と梁
川砕石の事業場に通じる道路が確認できる。その
うち梁川砕石事業場のゲート脇の説明看板（写真
10）で砕石場の概況を学習した。
　３）西部地区　
・北向観音堂 … ７月11日のあじさい祭りの折，
ペットボタルの飾り付けが行われ，演奏会が催さ
れていた北向観音堂を訪問。氏子の代表者からそ
の由来について聞き取りした。信達33観音の10番
札所で，氏子23戸，境内の石碑に残る最古の年号
は「安永」（1772 ～ 81）という。観音は千手観音
で，手先が器用になるご利益があり，３月と９月
に祭りが催される。1967年，境内の杉の古木の販
売収入に氏子の浄財をあわせて，茅葺きからトタ
ンに変えた。境内からは，川向こうの小手内の集
落と小手内観音堂が見わたせる。
・出雲大社 … 地区西端の12区に，出雲大社の分
霊社と信夫・伊達両郡の講員が集まる信達講社会
堂がある（写真11）。大国主を祀る出雲大社は，
大黒様（福の神），
縁結びの神として
知られ，ここでは
出雲大社と同じ御
札が入手できる。
４月末と10月末の
祭礼日には会堂は
満員になる。折しも学生の１人が虫に刺されて肌
が腫れあがり，管理人夫人に秘薬？を塗っても
らったところ，腫れは見る間に快癒し，大国主パ
ワーに一同感心。
・舟生の千本松 … 山舟生の西端から舟生地区
に入ったところに赤松の巨木（写真12）があり，
1975年，「舟生の千本松」として梁川町の天然記
念物に指定されている。幹回り3.2m，樹高16m，
幹が多数分岐した「多行の松」となっている。つ
まり「千本」は枝の数のこと。その昔，義経軍が
阿武隈川をはさんで合戦した際，弁慶が多数の死
者を弔う墓標として植えたとの伝説が残る。
・七ツ釜砕石場跡の露頭 … 以前は，第三紀の初
めに噴出した霊山火山灰の地層群が褶曲や断層と
ともに観察でき，県教委の理科教材としても紹介
され，地元小学校の現地学習も行われる「名所」
だった。しかし砕石が中止されて年数が経過する
とともに，アクセス道路は穴ぼこになり，表面が
土砂に覆われ，樹木が繁茂して視界が遮られ，地
層は見えなくなっている（写真13）。
　以上，午前２時間，午後２時間で垣間見ただけ
であったが，観光ガイドに記されるような場所も
事績もなく，よそ者には特徴があるようにもみえ
ない「普通」の山村も，地元の人にとっては意味
写真11　出雲大社講会堂
写真12　舟生の千本松
28―　　―
ある場所で満ちていることを実感した。特に神社，
お堂，祠は集落ごと屋敷ごとにあり，また同行し
た地元の方は山野の花々や植物を１つ１つ指さし
て解説してくれた。
　まさに山村においては集落の各所に「聖なる場
所」がある。周囲の山野も都会では望めない地域
資源であり，いわゆる「生態系サービス」の源泉
であることを再認識させられる体験であった。
Ⅲ．山舟生の自治組織と地域づくり
　１）自治振興会
　山舟生の自治と地域づくりの指令棟となってい
るのは，2015年４月に発足した山舟生自治振興会
である。その特徴は，人口減少と高齢化で活動が
困難になっている地域の各種団体を束ねて５つの
「部会」に取り込み（図９，表10），相互に補完
協力体制をとれるようにした。これは限られたマ
ンパワーを効果的に活用して地域活動を維持する
工夫をした，新しい時代の自治組織体であるとい
える。
　事務局は地区交流館に置かれ，事務局長と局員
が，水曜以外の週６日，交代で常駐して対処する。
まさに地域自治のコントロールセンターとしての
機能を果たす。運営の要となる事務局長には，県
職員を退職して地元に戻っていた有能な人材を委
嘱し，事務局や各部会の幹部には公民館長や区長
の経験者，基幹的農業者，各グループのリーダー
をあて，また特定の区に偏らないように配慮して
いる。
　自治振興会の活動にかかる財源は，１戸１万円
の年会費計250万円，市の「地域自治組織活動支
援交付金」240万円，施設事務の受託費72万円な
どで， 事務局と各部の活動に振り向けられる。
　２）地域自治モデル地区事業
　山舟生自治振興会の立ち上げには，2013・14年
度にわたる伊達市の「地域自治モデル事業」によ
る取り組みがあった。伊達市まちづくくり推進課
での聞き取りによれば，同事業の経緯として，近
隣自治を担ってきた町内会の自治力が，高齢化と
人口減少の中で将来の弱体化が避けがたい状況か
ら，小学校区単位での新たな自治組織が必要と考
え，新組織への移行をめざす「モデル事業」への
応募を2013年に呼びかけた。それに対して，まさ
に同じの問題意識を抱いていた当時の山舟生自治
会と「むらづくり推進協議会」のメンバーが共同
でこれに応募した。応募は山舟生だけであったと
いう。
　モデル事業への採択をうけて，山舟生では，12
の行政区と各地域団体の代表者による「地域自治
モデル事業検討委員会」を組織して，市に開設さ
れた市民活動支援センターと地域おこし支援員の
支援を受けて，地域の課題を探るための住民意識
調査の実施と集計の作業を行った。同時に，山舟
生地区公民館の６つの分館ごとに計13回にわたる
住民懇談会を実施して，地区の課題と「良さ」の
再確認の作業を行った。こうした意見収集活動を
通して，課題別に優先度を付して対応策を整理し
写真13　砕石場跡の露頭
図９　山舟生自治振興会の組織体制
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表11　抽出された地域づくり課題とアイディア
ண⟬
䠄୓෇䠅 ୺䛺άື䠄ྑグ䛾ᅋయᨭ᥼䛾䜋䛛䠅 ྛ㒊䛻௦⾲⪅䜢ฟ䛧䛶䛔䜛⤌⧊㻘䜾䝹䞊䝥
஦ົᒁ 202 ྛ✀ᅋయ䛾஦ົ䠈ண⟬Ỵ⟬䠈ᕷ䞉㛵ಀᶵ㛵䛾❆ཱྀᴗົ䠈ඹྠເ㔠䠈യᐖಖ㝤
⥲ົ௻
⏬㒊 31
ྛ㒊䛾᱌௳䛾஺㏻ᩚ⌮䠈ෙ፧ⴿ⚍䠈ᗈሗㄅⓎ
⾜䠈ᕷ䛾❆ཱྀ䠈ᅔ䜚䛤䛸┦ㄯ䠈஦ᴗィ⏬䠈᪋タ⟶
⌮䠄஺ὶ㤋䠈ᪧබẸ㤋䠈බᅬ䠅䠈ᚋ⥅⪅䠈፧ά
㒊ศᯘ⟶⌮⤌ྜ䠈㎰ᮧᗈሙ⟶⌮ጤဨ఍䠈
Ỉ㐨ጤဨ఍䠈㈈⏘⟶⌮ጤဨ఍
⏘ᴗ᣺
⯆㒊 45
⩚ᒣᒣ㛤䛝䠈䛒䛨䛥䛔⚍䜚䠈䜲䝜䝅䝅ᑐ⟇䠈୰ᒣ
㛫ᆅᇦ┤᥋ᨭᡶ䠈ከ㠃ⓗᶵ⬟஺௜㔠䠈౽฼ᒇ
άື䛾᳨ウ䠈≉⏘ရ㛤Ⓨ
⩚ᒣ㐃⤡༠㆟఍䠈㎰஦⤌ྜ䠈⏕⏘Ⴀ㎰㒊
఍䠈㫽⋇ᑐ⟇ጤဨ఍
೺ᗣ⚟
♴㒊 69
ඖẼ䛵䛟䜚఍䛾ᨭ᥼䠈೺ᗣ᥎㐍ဨ䛾ᨭ᥼䠄᳨デ
ྥୖ䠅䠈Ẹ⏕ጤဨ䛾ᨭ᥼䠈ྛ༊䝃䝻䞁䛾ᨭ᥼䠈
፬ே఍䠈㛗⏕఍䠄ᩗ⪁఍䠅䠈♫఍⚟♴༠㆟
఍䠈Ẹ⏕ጤဨ䠈㣗⏕άᨵၿ㒊఍
ᩍ⫱ᩥ
໬㒊 106
ᒣ⯚⏕㐠ື఍䠈┅㋀䜚䠈ᩥ໬⚍䠈⏕ᾭᏛ⩦䠈ఏ
⤫ᩥ໬䞉⚄♫௖㛶䛾ㄪᰝ䞉䝬䝑䝥䛵䛟䜚䠈ᩱ⌮◊
✲Ⓨ⾲఍䠈ᑠᏛᰯ⤫ᗫྜ䠈஺ὶ㤋䛾ά⏝
య⫱༠఍䠈PTA䠈㟷ᑡᖺ⫱ᡂ᥎㐍༠㆟
఍䠈⏕ᾭᏛ⩦䠄ᪧබẸ㤋䠅䠈䝇䝫䞊䝒ᑡᖺ
ᅋ
㜵⅏⎔
ቃ㒊 126
Ἑᕝί໬䠈୙ἲᢞᲠ䠈㜵⅏䝬䝑䝥䠈㑊㞴㊰䠈㎰
㐨ᯘ㐨䛾⥔ᣢ䠈㝖㞷ィ⏬䠈⏕ά⎔ቃ㒊఍ᨭ᥼
ᾘ㜵ᅋ䠈㜵⅏䝪䝷䞁䝔䜱䜰༠఍䠈஺㏻Ᏻ඲
༠఍䠈㜵≢༠఍
表10　山舟生自治振興会の主な活動内容
※予算は2015年度。下線は，「むらづくり推進協議会」の部会を継承。
※優先度
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た行動計画表（表11）が作成された。
　市の担当職員によれば，この膨大な調査の実施
と集計作業は，山舟生の人々の力で手際よく行わ
れ，その「地域力」は驚かされたという。その背
景には30年来の歴史を持つ「むらづくり協議会」
の活動の実績があり，町内会の代表による「自治
会」と，実働部隊としての「むらづくり推進協議
会」が両輪で地域をまとめてきた実結があり，市
の職員はそれを「他にはないこと」と評価してい
た。またその方式が，新たな「自治振興会」の参
考にされたという。　
　３）「むらづくり推進協議会」の継承
　山舟生の「地域力」の背景という「むらづくり
推進協議会」とはどのようなものかについて，自
治振興会への聞き取りによって整理する。1982年
10月，「山舟生地区明るく住みよいむらづくり推
進協議会」（以下「むらづくり協議会」）が結成さ
れた。現伊達市内で同様の組織が作られたのは，
隣接の白根地区と山舟生の2つだけである。当時
は稲作減反政策の開始から10年がすぎて転作が強
化され，圃場や水路の整備と施設化・機械化を柱
とする「農業構造改善」と集落環境の整備事業が
各地の農村で進んだ時代である。山舟生でも1970
年代中頃に区画整理や大型ハウスの導入が実施さ
れた★6。そして1982年，「地区再編農業構造改善
計画」策定の指定をうけて，1983年4月に農業基
盤や集落環境の３ケ年にわたる整備計画がまとめ
られた。その最終年の1985年には，現在の自治振
興会事務局がある地区交流館が「林業構造改善セ
ンター」として落成している。
　「むらづくり協議会」は，ハード面の環境整備
にあわせて，ソフト面での「村づくり」のために，
地域内の各団体の代表者が構成員となって設立さ
れた。会の目的には「山舟生の地域特性を生かし
た豊かで住みよい地域社会建設のため，住民の総
意に基づきむらづくり実践活動を行う」ことが掲
げられている。その具体化のために生産営農，生
活環境，食生活改善，後継者の４部会が設けられ
た。このうち後継者以外の3部会は，現在の自治
振興会の各部の構成組織として継承されている。
また同事業が農業基盤整備にかかわることから，
農業協同組合が中心的な役割を果たし，梁川町農
協山舟生支店内に事務局が置かれ，営農指導員が
事務局長となり，会長には農協の職員や理事，農
業者が選ばれてきた。
　「むらづくり協議会」は2015年３月の解散に際
して，30年余年にわたる活動年表を「むらづくり
のあゆみ」と題するリーフレットとして作成した。
それに基づいて山舟生の地域づくりの流れを示し
たのが表12である。これによると，会の設立ま
もない1980年代前半に各種の制度資金を導入して
環境整備を図り，80年代後半からは各種の表彰を
受けるととも，イベントが行われるようになった。
　「ふるさと創生」が唄われた90年代には，羽山
と伝統芸能をむらづくりのテーマとして認識され
て，羽山の遊歩道整備や案内版，散策しおり作
成、キャッチフレーズ看板の設置などの整備が進
んだ。
　そして現会長が就任した2000年代には，「アジ
サイ」と「ホタル」という里山の環境資源が注目
されて，地域を代表するイベントになるとともに，
羽山と伝統芸能が県レベルでも顕彰されるように
なった。またこれらの事業には，90年代後半から
増えてくる中山間地域の「多面的価値」の整備と，
折からの養蚕衰退による遊休農地の整備に関する
事業が活用された。
　活動は大震災・原発事故という困難に直面した
2011年以降も衰えず，春菊餅，あじさい公園の整
備，LEDペットボタルの導入が次々に企てられ
た。他方，そのような中でも10年後の担い手減少
と高齢化への危機状況を直視して「地域自治モデ
ル事業」に応募し，2015年４月，新たな「自治振
興会」への移行が果たされた。30余年の「むらづ
くり」の流れは以上のように整理できる。（未完）
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＜注＞
★１：東北大学公共政策大学院A（2010，2011）：山
舟生地区調査活動報告．以下のサイトに公開さ
れている。（https://www.pref.fukushima.lg.jp/
sec/11025b/tiikishinkou-27.html）
★２：市域の南東端の旧霊山町内３か所，旧月舘町
内４か所に2011年９月，「特定避難勧奨地点」が指
定された。2014年末までにすべて解除。
★３：『梁川町史』10巻，旧町村沿革，山舟村の章に，
明治39年に国から村に払い下げられた和田山をは
じめとする村有林についての記述がある（935 ～
936頁）。
★４：『梁川町史』10巻，旧町村沿革，山舟生村の章
に，「準秩父伊達三十四観世音」の10～ 14番（北向，
小手内，除石，坊，勝木）が紹介されている（960
～ 962頁）。一方，同11巻，「神と仏の信仰」の章
には「信達三十三観音」の記述があり，山舟生で
は上記のほか，清水，山窪，加老、八幡鬼石の観
音の記述がある（542 ～ 544頁）。さらに羽山の尾
根沿いにも「三十三観音」の石祠が草に埋もれて
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表12　山舟生の地域づくりの歴史
（「むらづくりのあゆみ」を修正。）
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並ぶ。
★５：山舟生の鉱業事業所数は，2001年の経済セン
サスでは３，2009年は1であったが，2014年のセン
サスでは０で，３事業場とも休止状態にあること
になる。
★６：『梁川町史』３巻，現代の項に，農業構造改善
の記述があり，山舟生について短い言及がある（637
頁）。
＜文献＞
梁川町史編纂委（1994）：梁川町史，第10巻（各論編）
梁川町史編纂委（2000）：梁川町史，第３巻（近現代）
　謝　　辞
　調査にあたっては，山舟生自治振興会会長の八巻
善一さん，事務局長の佐藤憲栄さんをはじめ，多く
の地元の多くの方々にお世話になった。記して謝意
を表します。
ゼミメンバー：金澤理砂（代表），山田佳奈，藤岡愛
花，早坂綾香，阿字正樹，久保貴義，武藤史明
